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（2023年 1月 18日受付）

要旨：SARS-CoV-2に対する検査として抗原定性検査キットの活用が広まっている．一方，日本で
は特に職場での感染抑制，つまり防疫を目的とした活用方法の検討や活用事例に関する報告は少
ない．抗原検査キットは簡易かつ結果が迅速で，安価かつ大量に製造でき，他人に感染させる可
能性の高い，高ウイルス量の感染者を特定する迅速トリアージツールとして位置付けられる．ワ
クチン接種済みかつ，オミクロン株に感染した人口を対象とした研究から，ウイルス量は曝露か
ら 5～6日後にピークに達すると推測される．また，症状発現もしくは初回 PCR陽性，どちらか
早い方から培養陰性までの期間中央値は 8日である．行政検査の対象外であったがウイルス量動
態から，他人への感染リスクが高いと考えられ，抗原検査キットで検査を行う事でトリアージし，
職場での SARS-CoV-2感染拡大のリスクを低減，もしくは事業継続に寄与したと推定される 4
事例を紹介した．職場での抗原検査キット活用において，検査の特性からなるべく複数回検査を
行う事が望ましい．検査には労働者の同意が必要である．また，いつ，どこで，誰に検査を行う
かは，事前に労使協議の場，例えば衛生委員会で審議したうえで，社内規定を設ける事が望まれ
る．

（日職災医誌，71：146─151，2023）
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I．はじめに

PCR検査を代表とする核酸増幅検査（NAAT）は
SARS-CoV-2に対する検査のゴールドスタンダードと考
えられており，基本的に優れた精度特性を備えている．
しかし，NAATの主な限界は，他人に感染させる可能性
の高い人を特定し，その後の感染拡大を抑制する，つま
り防疫を目的とした場合，検査室が必要なため高コスト
となり，結果報告までに時間がかかる．また，検出され
たウイルス RNA自体は他人への感染性の指標にはなら
ない．米国疾病対策予防センターは，感染後 90日間陽性
が続く事もあると結論付けている１）．他人に感染させない
個人の隔離は，防疫上の利益をもたらさず，エッセンシャ
ルワークを中心に職場の人員配置に大きな悪影響を及ぼ
す．一方，抗原定性検査キット（以下抗原検査キット）は，
簡易かつ結果が迅速で，安価かつ大量に製造でき，大規
模スクリーニング検査や定期検査への需要にも対応しや

すく，他人に感染させる可能性の高い人を特定する迅速
トリアージツールとして有用性が示されており２），防疫に
おいて中心的な役割を担うとのレビューが複数なされて
いる２）～４）．事業者にとって職場での SARS-CoV-2感染抑
制は，事業継続に欠かせない要素であるものの，日本で
は職場での抗原検査キットの活用方法の検討や活用事例
に関する報告は少ない．
本稿では抗原検査キットについて，職場での SARS-
CoV-2感染抑制，つまり防疫を目的とした活用に係るエ
ビデンス，活用事例を紹介する．また，職場で活用する
際の利益と課題，留意点をまとめた．

II．ウイルス量動態と抗原検査キットの感度

抗原検査キットでの検査を行うタイミングの決定や，
結果の解釈には，抗原検査キットの特徴や，ウイルス量
動態の理解が不可欠である．
抗原検査キットはイムノクロマトグラフィー法により



辻ら：職場での SARS-CoV-2感染抑制と事業継続の両立のための抗原検査キット活用法の検討および活用事例 147

SARS-CoV-2を構成する蛋白を検知し，ある閾値を境に
定性的に陽性・陰性の結果を判定する．
検出限界は PCR検査を代表とする分子検査の 102～

103コピー/mLに対して，抗原検査キットは 105～106コ
ピー/mLと低いものの，これまでの研究で，ウイルス量
が 106コピー/mL未満の人は他人に感染させる可能性が
低いと示されている２）．英国保健省の委託で行われ，当時
最も精度が高いと考えられたキットのうち 4つのキット
の感度はウイルス量が 105～106コピー/mLで 95%，それ
以上ではキットによって 100%に近く，他人へ感染させ
るリスクは少ないとされる 104～105コピー/mLでも
70%を示した５）．
ウイルス量が増加する感染初期は，PCR検査で陽性と

判定された人が抗原検査キットで陰性となる事があり，
平均して，最初の PCR検査で陽性となる約 1～2日後に
抗原検査キットで陽性となる．一方，PCR検査と異なり，
抗原検査キットの陽性率は感染性ウイルスの存在と高い
相関がある６）．抗原検査キットの感度は PCR検査陽性検
体比で 64%に対し，培養陽性であった検体比では 84%
との報告がある．また，抗原検査を 1～2日開けて 2回
行った場合，特にウイルス量が急激に増加する感染初期
において，感度が著明に改善する７）．
オミクロン株の潜伏期間は 3～3.4日であり６），症状発

現の 2～3日後にウイルス量がピークとなる報告８）も合わ
せると，曝露から 5～6日後にウイルス量はピークに達す
ると推測される．また，症状発現もしくは初回 PCR陽性，
どちらか早い方から培養陰性までの期間中央値は 8日と
の報告がある９）．一方，発症 11日以上経過しなお，抗原
検査キットが陽性または，感染性ウイルスが分離された
という報告はほとんどない６）．国内調査においても発症後
5日間待機後の 6日目で 34.1%，7日目で 23.9%の症例で
ウイルス分離が可能であり感染力が高く，発症後 10日目
は 6.2%に低下し，11日目以降の感染リスクはわずかと
の報告がある．無症状者については，国内調査で 6日目
には感染性ウイルスの排出は 12.5%に低下するものの，
データが限定的であり，無症状者については感染時期が
特定できず，慎重な判断を要する１０）．これらの調査から療
養期間を定めると共に，有症状者は発症後 10日間，無症
状者は検査陽性後 7日間，自身による検温や，感染リス
クの高い行動を控えることが，2022年 9月 7日に事務連
絡された１１）．

III．防疫を目的とした場合の検査頻度の重要性

複数のモデリング研究の結果から，アウトブレイクを
有効にコントロールできるかは検査の頻度と結果報告の
スピードに大きく依存し，高い検査感度によってわずか
に改善されるに過ぎないと示唆されている２）．つまり，防
疫を主な目的とした検査では，感度より頻度が重要とな
る．大規模な検査の導入に当たっては，特異度が問題と

なるが，WHOは緊急時使用許可リストにおいて，特異度
97%を最低限推奨している２）．日本でも特異度が 100%
に近いキットも流通している．
健康な若者に SARS-CoV-2を曝露させたヒトチャレ
ンジ試験では週 2回の抗原検査キットによる定期検査に
より感染者が生存ウイルスの 70～80％，週 1回でも 50％
以上排出する前に感染を診断できるとモデリングにより
示されている１２）．米国疾病対策予防センターはモデリン
グ研究，観察研究などの結果から，2021年 5月に職場で
地域の感染状況に応じて 1回/週と抗原検査キットでの
検査を積極的に勧める指針を発表，同年 9月から学校で
の定期検査の推奨も開始した．これら無症状者も含む定
期スクリーニング検査は，2022年 8月 19日に発表され
た最新の指針では縮小の方針だが，高齢者施設など一部
の環境においては引き続き行うよう想定されている１３）．
また，英国はモデリング研究や無作為化対照非劣性試験
の結果１４）から，待機と同等のリスク低減が期待できると
して，2021年 12月に濃厚接触者に対して毎日抗原検査
キットで検査し陰性である限り待機免除する政策を導入
した．この政策は日本でも医療従事者等一部の職種で導
入されている．隔離を終了するタイミングの決定におい
ても，抗原検査キットでの陰性の確認が防疫における安
全層の追加につながると示されている６）.
WHOの調査では，抗原検査キットによる自己検査を

実施している地域は，実施していない地域と比較して，
よりタイムリーな診断と自己隔離，検査へのアクセスや
検査率，検査頻度の増加，公的・社会的措置の順守率の
増加，感染の減少，通常の生活の早期再開といった多く
の利益を認識している．一方，自己検査ができない人，
または検査を正しく解釈できない人の存在，偽陽性や偽
陰性の可能性，自己検査の強要，検査結果を報告しない
人，再検査を受けようとしない人の存在が課題となって
いる．防疫を目的とした抗原検査キットの有用性から，
これら課題を減らした次世代の簡易迅速検査の技術開発
も行われている１５）．

VI．事例

筆頭著者が嘱託産業医として経験した事例のうち，著
者らが抗原検査キットでトリアージを行う事で，感染抑
制および事業継続に寄与したと考えた事例を以下に示
す．個人情報の保護のため論旨に影響を与えない程度に
経過記述に修正を加えた．
【事例 1】療養解除日に抗原検査（＋）で出社延期
30歳代男性，営業，500人規模の支店，3,500人規模の
軽工業
2022年 9月 X日朝：咽頭痛にて自宅待機
X＋3日目：発熱し医療機関にて PCR検査
X＋4日目：PCR検査（＋）
X＋8日目：療養解除，感染症法上出社可
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同日朝：自宅にて抗原検査（＋）（Panbio/Abbott社）の
ため出社延期
X＋10日目朝：自宅にて抗原検査（－）（同キット）に

て注意して出社可
特異度高いキット１６）使用，感染性ウイルス排出の遷延
が強く疑われた従業員の出社による感染拡大を防げた可
能性
【事例 2】短時間の接触で濃厚接触の定義から外れた事
例
40歳代男性，現場監督，20人規模の現場工事，500
人規模の建設業
2022年 12月 X日朝：感染源となる協力会社社員が咽

頭痛自覚，現場事務所で現場監督を含む社員 3人と打ち
合わせ（10分，マスク有，機械換気 OFF，窓全閉）
X＋1日目：協力会社社員が発熱し，医院にて抗原検査

（＋）
同日：濃厚接触の定義から外れたが，接触の程度が高
いと会社が判断し念のため 3人は自宅待機
X＋4日目：現場監督が咽頭痛自覚
X＋5日目朝：自宅にて 3人抗原検査，内現場監督 1

人（＋）．他 2人は（－）にて注意して出社可
X＋13日目：現場監督は軽い症状のみで軽快し，療養
解除にて注意して出社可
濃厚接触の定義から外れた従業員の感染を発見し，療
養につなげ感染拡大を防げた可能性
【事例 3】密な環境が避けられない施設でエッセンシャ
ルワークを行う作業員全員に対して有病率が高い時期の
連休明けの出社日の朝に検査
2，30歳代の 28人，寮もしくは独居，工場作業員，200
人規模の食品加工業
2022年 8月 X日朝：同意の下，自宅にて 28人抗原検
査し 1人（＋），他の 27人は（－）で出社
X＋2日朝：自宅にて再度 27人抗原検査し全員（－）
従業員の感染を発見し，感染拡大を防げた可能性
【事例 4】複数の従業員の感染が確認された特定部署の
従業員の一斉検査と，特定の従業員の 5日間連続検査
50代歳女性，役員秘書，900人規模の重化学工業
2022年 12月 X日：社内特定部署で 3人感染
同日：同部署の他の従業員全員が濃厚接触の定義から
外れるも，同意の下，抗原検査行い全員（－），注意して
出社可とした．一方，接触の程度が比較的高い役員秘書
1人を含む 3人は念のため自宅待機が検討され，2人は 5
日間在宅勤務とし，役員秘書は話し合いの結果，待機の
代わりに 5日間検査を行う事で同意
X＋1～5日目朝：出社前に抗原検査し（－）を確認し
た上で注意して出社継続
X＋6日目朝：在宅勤務としていた 2人は自宅にて抗
原検査（－）にて注意して出社可
元々感染リスクは少ないと考えられたが，特定部署の

従業員の一斉検査により，感染拡大の連鎖のリスクが少
ないと判断し，出社が強く期待された従業員は検査でリ
スクを確認する事で，自宅待機する事なく事業継続につ
ながった．

V．職場での抗原検査キット活用法の検討および考察

労働衛生管理モデルにおいて検査は職場に持ち込まれ
る SARS-CoV-2（＝Hazard）を特定し，除去又は低減す
る防止策の一つである．100%感染を捕捉できる検査は
ないため，マスク着用や，換気など他の防止策と併用が
前提となるが，検査は職場における COVID-19対策にお
いて優先順位が高い対策の一つである１７）．抗原検査キッ
トの検査でトリアージを行う事で，事例 1は感染性ウイ
ルス排出の遷延が強く疑われた従業員，事例 2と 3は行
政検査から外れた従業員の感染の特定につながった．事
例 3は地域の有病率が高い時期であり職場外での感染の
可能性も否定できないが，いずれの事例も職場での
SARS-CoV-2感染拡大のリスクを低減し事業継続に寄与
したと考える．一方，検査を行わなかった場合，実際に
どの程度それら従業員が感染拡大に影響したか不明であ
る．また事例 4のように検査したものの結果的に感染し
ていなかった可能性が高いと考えられる事例も経験し
た．そのため，検査の目的の明確化と共に説明と同意取
得が重要であると考える．事例 1～4を含め，検査対象別
に筆者らが経験した実務上の利益と課題を表にまとめ
た．これら実務上の利益と課題は，筆者らが例として挙
げた検査対象の範囲と検査のタイミングの設定によりあ
る程度調整が可能であると筆者らは考える．政策や変異
株などの科学的知見，地域の有病率，業種，事業場毎に
調整が期待される１１）１８）．
防疫を目的として職場で抗原検査キットを活用する際
に運用上留意した点は以下となる．
まず，抗原検査キットの選定では，日本の医薬品承認
済みキットを基本とする．また，2023年 2月 27日時点で
は，診断と，感染者の療養期間，濃厚接触者の待機期間
短縮には同承認済みキットしか使用できない点に留意す
る．一方，研究用として販売される未承認のキットは比
較的安価で入手しやすく，中には，欧州や米国で承認を
受けたキットもある．そのため，キットの選定は，第三
者が比較する head to head比較試験を精査し，なけれ
ば，欧州や米国で承認されているかも参考にする．職場
での防疫を目的とした検査は感度より頻度が重要である
ため，感度にこだわりすぎるよりも安価である事や，使
い勝手や入手のし易さも重視されるべきである．検査の
タイミングは，なるべく複数回を前提として，発症して
すぐや，クラスター発生時や同居家族が感染して間もな
い時に検査し陰性の場合は，ウイルス量の立ち上がりで
ある事を念頭に，翌日，または翌々日に再度検査を勧め
る．米国 FDAは 2022年 11月 1日有症状者は 3日間に
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説
明
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同
意
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必
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最低 2回，無症状者は 5日間に最低 3回，各 48時間以上
空けて検査を繰り返す推奨を発表した．逆に曝露または
最終接触後 5日目以降の場合は，抗原検査キットが陰性
であれば，たとえ感染を見逃したとしても，ウイルス量
が今後急激に増加する可能性は低いため，感染拡大つな
がるリスクは少ないと判断できる．密な環境が避けられ
ない施設でエッセンシャルワークを行っている場合は，
抗原検査キットでの検査をより頻回または定期的に行う
事も検討する．医療機関に従事し自施設の PCR検査への
アクセスが良い場合は，PCR検査も有用だが，自宅で出
勤前に簡易迅速抗原検査を行うメリットも十分にある．
いつでもどこでも何度でも検査できれば，当然感染拡大
のリスクは大幅に抑制できるが，地域の有病率，感染リ
スク低減の必要度，事業継続の逼迫度とコストとの兼ね
合いでの判断が必要となる．
いつ，どこで，誰に検査を行うかは，事前に労使協議
の場，例えば衛生委員会で審議したうえで，社内規定を
設ける事が望まれる．しかし，国の対策方針の変更や，
規定で想定されていない事態が発生する事もあり，検査
ごとに十分な説明と，同意が欠かせない．また，使用者
の自主的判断で休業させる場合には，一般的に使用者の
責に帰すべき事由による休業に当てはまり，休業手当を
支払う必要がある１９）．
経済再開が期待される中で，政府は特段の事情が生じ
ない限り 2023年 5月 8日から COVID-19の感染症法上
の位置づけを 5類感染症に変更すると発表した２０）．今後，
職場では感染抑制と事業継続の両立に向け，より自律的
な COVID-19対策が求められる．抗原検査キットの活用
はその両立に資する対策の一つとして有用であると考え
る．
［COI開示］本論文に関して開示すべき COI状態はない
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Considerations on the Use of Rapid Antigen Tests to Help Workplaces Manage Sars-Cov-2 and Business：
An Implementation Case Series

Hiroshi Tsuji1)2), Yu Igarashi3), Emi Hayashi1)2) and Junko Tamaki2)
1)Minamimorimachi CH Occupational Health Consultants

2)Department of Hygiene and Public Health, Osaka Medical College
3)Department of Disaster Occupational Health, Institute of Industrial Ecological Sciences, University of Occupational and

Environmental Health

The use of SARS-CoV-2 rapid antigen detection tests (Ag-RDTs) has become widespread. However, there
have been few reports on the use of Ag-RDTs for the control of infection particularly in the workplace setting
in Japan. Ag-RDTs are simple, rapid, inexpensive, and mass-producible, and are positioned as a triage tool to
identify individuals who are most likely to transmit infection. Studies of vaccinated populations infected with
the Omicron variant suggest that viral load peaks 5―6 days after exposure. The median time from symptom on-
set or initial PCR positivity, whichever occurs first, to negative culture is 8 days. We introduced four cases that
were not subject to administrative testing, but were considered to be at high risk of infecting others based on
viral dynamics, and were triaged by testing with Ag-RDTs, thereby reducing the risk of spread of SARS-CoV-2
infection in the workplace, or contributing to business continuity. When using Ag-RDTs in the workplace, it is
desirable to perform the test as many times as possible due to the characteristics of the test. The informed con-
sent of the worker is required for testing. In addition, it is desirable to establish internal regulations on when,
where, and to whom testing should be conducted, with prior discussion at labor-management consultations, for
example, at a health and safety committee.
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